
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の移動局が共通チャネルを用いて任意のタイミングで適宜基地局にアクセスを行うに
あたり、移動局はメッセージの送信に先立ち基地局に対してメッセージが発生したことを
通知するプリアンブルを送信し、基地局は該プリアンブルの受信に応答して、移動局のメ
ッセージ送信の可否判定を行うためのしきい値と前記プリアンブルの受信レベルを比較し
、その比較結果に従いメッセージ送信の制御を行う送信制御信号を移動局に対して送信す
るＣＤＭＡ移動通信システムであって、
移動局から送信されるプリアンブルを基地局で受信するに際して、ＲＡＫＥ合成後の信号
電力対干渉電力比を測定する測定手段と、
予め定められたメッセージ送信の可否判定を行うしきい値と前記信号電力対干渉電力比を
比較する比較手段と、
前記比較手段により、測定した信号電力対干渉電力比が前記しきい値以上であると判定さ
れた場合には、当該メッセージの送信を許可する送信制御信号を送信し、他方、前記しき
い値未満であると判定された場合には、当該メッセージの送信を許可する送信制御信号を
送信しない制御手段と
を具備したことを特徴とするＣＤＭＡ移動通信システム。
【請求項２】
複数の移動局が共通チャネルを用いて任意のタイミングで適宜基地局にアクセスを行うに
あたり、移動局はメッセージの送信に先立ち基地局に対してメッセージが発生したことを
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通知するプリアンブルを送信し、基地局は該プリアンブルの受信に応答して、移動局のメ
ッセージ送信の可否判定を行うためのしきい値とプリアンブルの受信レベルを比較し、そ
の比較結果に従いメッセージ送信の制御を行う送信制御信号を移動局に対して送信する、
ＣＤＭＡ移動通信システムのランダムアクセス制御方法であって、
移動局から送信されるプリアンブルの受信に際して、基地局はＲＡＫＥ合成後の信号電力
対干渉電力比を測定し、
予め定められたメッセージ送信の可否判定を行うしきい値と比較し、
前記比較の結果、測定した信号電力対干渉電力比が前記しきい値以上となる場合には、当
該メッセージの送信を許可する送信制御信号を送信し、他方、前記しきい値未満となる場
合には、当該メッセージの送信を許可する送信制御信号を送信しない
ことを特徴とするＣＤＭＡ移動通信システムのランダムアクセス制御方法。
【請求項３】
複数の移動局が共通チャネルを用いて任意のタイミングで適宜基地局にアクセスを行うに
あたり、移動局はメッセージの送信に先立ち基地局に対してメッセージが発生したことを
通知するプリアンブルを送信し、基地局は該プリアンブルの受信に応答して、移動局のメ
ッセージ送信の可否判定を行うためのしきい値と前記プリアンブルの受信レベルを比較し
、その比較結果に従いメッセージ送信の制御を行う送信制御信号を移動局に対して送信す
るＣＤＭＡ移動通信システムの基地局装置であって、
移動局から送信されるプリアンブルを受信するに際して、ＲＡＫＥ合成後の信号電力対干
渉電力比を測定する測定手段と、
予め定められたメッセージ送信の可否判定を行うしきい値と前記信号電力対干渉電力比を
比較する比較手段と、
前記比較手段により、測定した信号電力対干渉電力比が前記しきい値以上であると判定さ
れた場合には、当該メッセージの送信を許可する送信制御信号を送信し、他方、前記しき
い値未満であると判定された場合には、当該メッセージの送信を許可する送信制御信号を
送信しない制御手段と
を具備したことを特徴とするＣＤＭＡ移動通信システムの基地局装置。
【請求項４】
複数の移動局が共通チャネルを用いて任意のタイミングで適宜基地局にアクセスを行うに
あたり、移動局はメッセージの送信に先立ち基地局に対してメッセージが発生したことを
通知するプリアンブルを送信し、基地局は該プリアンブルの受信に応答して、移動局のメ
ッセージ送信の可否判定を行うためのしきい値とプリアンブルの受信レベルを比較し、そ
の比較結果に従いメッセージ送信の制御を行う送信制御信号を移動局に対して送信する、
ＣＤＭＡ移動通信システムのランダムアクセス制御方法として、移動局から送信されるプ
リアンブルの受信に際して、基地局はＲＡＫＥ合成後の信号電力対干渉電力比を測定する
ステップと、予め定められたメッセージ送信の可否判定を行うしきい値と比較し、前記比
較の結果、測定した信号電力対干渉電力比が前記しきい値以上となる場合には、当該メッ
セージの送信を許可する送信制御信号を送信し、他方、前記しきい値未満となる場合には
、当該メッセージの送信を許可する送信制御信号を送信しないステップとを、読み出し可
能なプログラムの形態で記憶したことを特徴とする記憶媒体。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、ＣＤＭＡ移動通信システムおよびそのランダムアクセス制御方法ならびに基地
局装置に関するものである。
【０００２】
さらに詳述すると、本発明は、複数の移動局が共通チャネルを用いて任意のタイミングで
適宜基地局にアクセスを行い、基地局は該アクセスに対して移動局のメッセージ送信を制
御するＣＤＭＡ移動通信システム、および、そのランダムアクセス制御方法ならびに基地
局装置に関するものである。
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【０００３】
【従来の技術】
従来、ＣＤＭＡ移動通信システムにおけるランダムアクセス制御方法では、移動局が発呼
しようとするとき、移動局はメッセージの送信に先立ち、基地局に対してメッセージが発
生したことを通知するプリアンブルを送信し、基地局はプリアンブルを受信すると、予め
定められたしきい値と整合フィルタ出力とを比較し、その比較結果に応じて移動局のメッ
セージ送信を制御する送信制御信号を送信していた。しかしながら、整合フィルタ出力で
は伝送路の遅延分散により、信号電力が分散しているため、複数のピークが現れる。この
ため、ピーク値としきい値を比較した場合、プリアンブルの検出を見逃す確率が高くなる
。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上述した通り、従来から知られているＣＤＭＡ移動通信のランダムアクセス制御方法では
、整合フィルタ出力としきい値を比較することでメッセージ送信の可否判定を行っている
ので、信号電力が分散したままで判定を行うことになり、その結果として、プリアンブル
の検出を見逃すという欠点があった。
【０００５】
よって、本発明の目的は上述の点に鑑み、プリアンブルの検出を見逃す確率を低減するよ
うにした、ＣＤＭＡ移動通信システムおよびそのランダムアクセス制御方法ならびに基地
局装置を提供することにある。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するために、本発明では、整合フィルタ出力の複数のピーク値を１つに
集めることで信号電力を上げたＲＡＫＥ合成後の出力でプリアンブルの検出を行う。
【０００７】
すなわち、請求項１に係る本発明は、複数の移動局が共通チャネルを用いて任意のタイミ
ングで適宜基地局にアクセスを行うにあたり、移動局はメッセージの送信に先立ち基地局
に対してメッセージが発生したことを通知するプリアンブルを送信し、基地局は該プリア
ンブルの受信に応答して、移動局のメッセージ送信の可否判定を行うためのしきい値と前
記プリアンブルの受信レベルを比較し、その比較結果に従いメッセージ送信の制御を行う
送信制御信号を移動局に対して送信するＣＤＭＡ移動通信システムであって、移動局から
送信されるプリアンブルを基地局で受信するに際して、ＲＡＫＥ合成後の信号電力対干渉
電力比を測定する測定手段と、予め定められたメッセージ送信の可否判定を行うしきい値
と前記信号電力対干渉電力比を比較する比較手段と、前記比較手段により、測定した信号
電力対干渉電力比が前記しきい値以上であると判定された場合には、当該メッセージの送
信を許可する送信制御信号を送信し、他方、前記しきい値未満であると判定された場合に
は、当該メッセージの送信を許可する送信制御信号を送信しない制御手段とを具備したも
のである。
【０００８】
請求項２に係る本発明は、複数の移動局が共通チャネルを用いて任意のタイミングで適宜
基地局にアクセスを行うにあたり、移動局はメッセージの送信に先立ち基地局に対してメ
ッセージが発生したことを通知するプリアンブルを送信し、基地局は該プリアンブルの受
信に応答して、移動局のメッセージ送信の可否判定を行うためのしきい値とプリアンブル
の受信レベルを比較し、その比較結果に従いメッセージ送信の制御を行う送信制御信号を
移動局に対して送信する、ＣＤＭＡ移動通信システムのランダムアクセス制御方法であっ
て、移動局から送信されるプリアンブルの受信に際して、基地局はＲＡＫＥ合成後の信号
電力対干渉電力比を測定し、予め定められたメッセージ送信の可否判定を行うしきい値と
比較し、前記比較の結果、測定した信号電力対干渉電力比が前記しきい値以上となる場合
には、当該メッセージの送信を許可する送信制御信号を送信し、他方、前記しきい値未満
となる場合には、当該メッセージの送信を許可する送信制御信号を送信しないものである
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。
【０００９】
請求項３に係る本発明は、複数の移動局が共通チャネルを用いて任意のタイミングで適宜
基地局にアクセスを行うにあたり、移動局はメッセージの送信に先立ち基地局に対してメ
ッセージが発生したことを通知するプリアンブルを送信し、基地局は該プリアンブルの受
信に応答して、移動局のメッセージ送信の可否判定を行うためのしきい値と前記プリアン
ブルの受信レベルを比較し、その比較結果に従いメッセージ送信の制御を行う送信制御信
号を移動局に対して送信するＣＤＭＡ移動通信システムの基地局装置であって、移動局か
ら送信されるプリアンブルを受信するに際して、ＲＡＫＥ合成後の信号電力対干渉電力比
を測定する測定手段と、予め定められたメッセージ送信の可否判定を行うしきい値と前記
信号電力対干渉電力比を比較する比較手段と、前記比較手段により、測定した信号電力対
干渉電力比が前記しきい値以上であると判定された場合には、当該メッセージの送信を許
可する送信制御信号を送信し、他方、前記しきい値未満であると判定された場合には、当
該メッセージの送信を許可する送信制御信号を送信しない制御手段とを具備したものであ
る。
【００１０】
請求項４に係る本発明は、複数の移動局が共通チャネルを用いて任意のタイミングで適宜
基地局にアクセスを行うにあたり、移動局はメッセージの送信に先立ち基地局に対してメ
ッセージが発生したことを通知するプリアンブルを送信し、基地局は該プリアンブルの受
信に応答して、移動局のメッセージ送信の可否判定を行うためのしきい値とプリアンブル
の受信レベルを比較し、その比較結果に従いメッセージ送信の制御を行う送信制御信号を
移動局に対して送信する、ＣＤＭＡ移動通信システムのランダムアクセス制御方法として
、移動局から送信されるプリアンブルの受信に際して、基地局はＲＡＫＥ合成後の信号電
力対干渉電力比を測定するステップと、予め定められたメッセージ送信の可否判定を行う
しきい値と比較し、前記比較の結果、測定した信号電力対干渉電力比が前記しきい値以上
となる場合には、当該メッセージの送信を許可する送信制御信号を送信し、他方、前記し
きい値未満となる場合には、当該メッセージの送信を許可する送信制御信号を送信しない
ステップとを、読み出し可能なプログラムの形態で記憶した記憶媒体である。
【００１１】
【発明の実施の形態】
本発明の一実施の形態では、複数の移動局が共通チャネルを用いて任意のタイミングで適
宜基地局にアクセスを行うにあたり、移動局はメッセージの送信に先立ち基地局に対して
メッセージが発生したことを報知するプリアンブルを送信し、基地局は該プリアンブルを
受信すると、移動局のメッセージ送信の可否判定を行うしきい値とプリアンブルの受信レ
ベルを比較し、その比較結果に従いメッセージ送信の許可を通知するための送信制御信号
を移動局に対して送信する、ＣＤＭＡ移動通信システムのランダムアクセス制御方法にお
いて、基地局は移動局からのプリアンブルの受信に際して、ＲＡＫＥ合成後の信号電力対
干渉電力比を測定し、メッセージ送信の可否判定を行うしきい値と比較を行い、比較の結
果、測定した信号電力対干渉電力比がしきい値以上となる場合には、該メッセージの送信
を許可する送信制御信号を送信し、しきい値未満となる場合には、該メッセージの送信を
許可する送信制御信号を送信しない。
【００１２】
また、本実施の形態における基地局装置は、複数の移動局が共通チャネルを用いて任意の
タイミングで適宜基地局にアクセスを行うにあたり、移動局はメッセージの送信に先立ち
基地局に対してメッセージが発生したことを通知するプリアンブルを送信し、基地局は該
プリアンブルを受信すると、移動局のメッセージ送信の可否判定を行うしきい値とプリア
ンブルの受信レベルを比較し、その比較結果に従いメッセージ送信の制御を行う送信制御
信号を移動局に対して送信する、ＣＤＭＡ移動通信システムの基地局装置において、プリ
アンブルの信号電力対干渉電力比を測定する測定手段と、移動局に対するメッセージ送信
の制御に際して、予め定められたしきい値と前記測定したＲＡＫＥ合成後の信号電力対干
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渉電力比を比較する比較手段と、該比較手段による比較の結果、前記測定した信号電力対
干渉電力比がしきい値以上となる場合には、該メッセージの送信を許可する送信制御信号
を送信し、しきい値未満となる場合には、該メッセージの送信を許可する送信制御信号を
送信しない手段とを有する。
【００１３】
以下、図面を参照して、本発明の一実施の形態を詳細に説明する。
【００１４】
図１は、本発明を適用したＣＤＭＡ移動通信システムの全体構成を示す。本図において、
２は移動局である。ＡＮＴは基地局側のアンテナ、４は増幅・処理部、６は整合フィルタ
、８はパス検出部、１０はＲＡＫＥ合成部、１２はプリアンブル検出部である。このプリ
アンブル検出部１２では、ＲＡＫＥ合成後の信号電力対干渉電力比を算出し、その算出結
果としきい値とを比較することにより、メッセージ送信の制御（後に説明する：図２参照
）を行う。１４はＣＰＵ、１６は送信部、１８はデータ復調部である。２０は基地局全体
の動作を制御するための基地局制御部であり、その内蔵メモリには、図２に示す処理手順
（後に説明する）が記憶されている。３０は、基地局全体を示す。
【００１５】
図２は、基地局側における処理手順を示したフローチャートである。
【００１６】
次に、図１および図２を参照しながら、プリアンブルを基地局で受信したときの処理動作
を説明する。
【００１７】
基地局のプリアンブル検出部１２では、受信したプリアンブルのＲＡＫＥ合成後の信号電
力対干渉電力比を測定し、測定結果としきい値を比較し、メッセージ送信の可否を判定す
る（ステップＳ１，ステップＳ２，ステップＳ３）。
【００１８】
プリアンブル検出部１２から出力された判定結果はＣＰＵ１４に入力される。そして、上
記測定値がしきい値以上であると判定されている場合には、該プリアンブルを送信した移
動局に対してメッセージの送信を許可する送信制御信号を送信させる（ステップＳ４）。
他方、上記測定値がしきい値未満であると判定されている場合には、メッセージの送信を
許可しない（処理終了：エンド）。
【００１９】
ここで、再び図２に示す基地局動作のフローチャートを参照して、本実施の形態における
ランダムアクセス制御方法の処理手順を説明する。この図２において、基地局は測定した
ＲＡＫＥ合成出力から算出した信号電力対干渉電力比とメッセージ送信の制御のために予
め定められたしきい値をメモリから読み出し、信号電力対干渉電力比がしきい値以上の場
合には（ステップＳ３：ＮＯ）、メッセージ送信を許可する送信制御信号を送信する（ス
テップＳ４）。他方、受信レベルがしきい値未満の場合には、メッセージ送信を許可する
送信制御信号を送信しない（処理終了：エンド）。
【００２０】
【発明の効果】
以上説明した通り、本発明によれば、プリアンブルの検出を見逃す確率を低減するように
した、ＣＤＭＡ移動通信システムおよびそのランダムアクセス制御方法ならびに基地局装
置を実現することができる。
【００２１】
より具体的に述べるならば、本発明によれば、整合フィルタ出力では信号電力は分散して
いるが、複数のピークをひとまとめにしたＲＡＫＥ合成出力をプリアンブルの検出に用い
ることで、プリアンブルの検出を見逃す可能性を小さくし、従来よりも効率的なランダム
アクセス制御を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を適用したＣＤＭＡ移動通信システムの全体構成図である。
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【図２】基地局におけるプリアンブル処理手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
２　　移動局
ＡＮＴ　　基地局アンテナ
４　　増幅・処理部
６　　整合フィルタ
８　　パス検出部
１０　　ＲＡＫＥ合成部
１２　　プリアンブル検出部
１４　　ＣＰＵ
１６　　送信部
１８　　データ復調部
２０　　基地局制御部
３０　　基地局
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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